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は じめに

本稿は、2002年 と2003年 の夏、旧暦6月25日 前後に沖縄県粟国島で調査をおこなった島最大の

年中行事 ・祭祀儀礼である 「ヤガン折 目」お よびその他の祭祀の調査記録 を整理 し、分析をお こ

な うものである。その 目的は、直接的には、未解明の粟国島の祭祀儀礼と伝承 との関連お よび継

承の問題 を中心 とす る神人組織について明 らかにすることにあ り、その延長線上に、琉球王国時

代の首里王府 と地方の力関係 、口承伝承 と祭祀儀礼 との関係性、近代化の中での祭祀や神人組織

の崩壊 と再編の問題等について考察す ることにある。

まず、本小論(「 上」〉では、二度の調査記録 をま とめて整理 し、考察の見通 しを提示 し、続稿

において、本格的な分析 を試み ることにする。

1沖 縄県粟国島概観

1.島 の位置 ・島へのアクセス

粟国島は、那覇の北西約57キ ロ、北緯26度34分 ・東経127度13分 に位置 し、東 に沖縄本島、

東南に慶良間諸島、南 に渡名喜島、南西 に久米 島、西 に鳥島を望む。面積約7.6平 方キ ロ、

周囲約12キ ロの、ほぼ三角形の島である。最高地点97・3メー トルの低 島で海岸段兵 と海岸砂

丘、砂浜、サンゴ礁か らなるが、島の南西海岸 には火 山岩が露出 している。考古遺跡は、貝

塚時代前期か らグスク時代にかけてのものが確認 され、多くは石灰岩洞窟に形成 されている。

島へは毎 日フェ リーあぐにが那覇泊港 と一往復(片 道2時 間)、 琉球エアコ ミュー ターの



9人 乗 り軽飛行機が五、六往復(片 道20分)し ているが、天候条件による欠航 も多く、アク

セスに恵まれているとは言 えない。

2.島 の人口 ・産業

粟国島は一島一村で、西 ・東 ・浜の三部落か らなる。人口 は2003年5.月 末の統計によると、

433世 帯、889人 。(う ち小学生43人 、中学生34人 、幼稚園児20人)か つては4000人 以上の人

口があったが、今では過疎の島である。島に高校以上の高等教育機関はな く、子 どもたちは

中学卒業 と同時に沖縄本島に島を出るのが通例である。 ただ、近年県外か ら移住 してきた若

者や、製糖 ・製塩工場に一定期間従事す るため比較的長期間滞在する若者 もいる。

主要産業はサ トウキ ビ中心の農業であるが、粟国島を全国的に有名に したのは自然製法に

よる塩(「 粟国の塩」)で ある。島名の由来である粟やモチ黍 の栽培 も再び増 えている。

また、2000年 に全国的に大 ヒッ トとなった映画 「ナ ビィの恋」(中 江裕司監督)の ロケ地

として知名度は上がったが、粟国村 はそれを島起 しに利用 しようとは殆 ど考えていないよう

に見受 けられ る。

3.島 の祭祀 と年中行事

現在 島の祭祀に携わ るのは、 ノロと呼ばれている神人7人(ノ ロ座3名 、スイ ミチ座4

名)と 三部落の区長 、ニーブ(神 酒の管理者)、 ユ ノーサ(ヤ ガン折 目のみに出る祭の準備

役)、 手伝い役の男女数名(男 はヤ トゥイ とか コーサクと呼ばれ る)で ある。

先行研究によると、

本 ノロ ・若 ノロ ・スイ ミチ ・メーダキ(ネ ー ダキ とも)・ ウフンチュー ・ヒタマル ・ウ

フンチー ・ユナンサー

の8名 による組織であったとされるが、既に戦前 には途絶 えて継承関係 などについてもわか

らなくなっていた ようである。現在の神人 も、個人的に神様の声を聞 くなどの事情から神人

となった方ばか りである。

島には、御嶽 と殿 、井な どの聖地 ・拝所が全部で40箇 所ほどあるとい う。 この うち 『琉球

国由来記』に記載 されてい る御嶽は次の9箇 所である。

① ガダノコ御嶽 ②八重の御イベ ③テラチ御嶽 ④ ヲコノ御嶽 ⑤ 同中ノ御嶽

⑥同ハイ ノ御嶽 ⑦ シマイ御嶽 ⑧ア ラバ御嶽 ⑨ヤカン御嶽

また、同 じく 『琉球国由来記』に記載 されている殿(ト ゥン)は 次の5箇 所である。

①八重 ノ トノ ②安次富 ノ トノ ③カキノ トノ ④浜 ノ トノ ⑤ トマ リノ トノ

これ らが古琉球時代か らの古い聖地であると考え られ るが、時代 とともに聖地 ・拝所が増

幅 していったのであろ う。すべての聖地 ・拝所を廻るのは、旧正月の初御願 と旧5,月 の島御

願の時に限 られ、 どとらも数 日かけて廻るとのことである。



神 人 がか かわ る年 中行 事は 、現 行 では以 下の 通 りで あ る。

旧暦1月5、6日　 初御 願

2月16日　 虫 ン口 新 門

2月26日　 虫 ン口 中 門穂 祭 り

3月6日　 ミー コー ジ折 目

3月16日　 虫 ン口 止 門

4月7日　 草 戸折 目

5月15日　 島御 願

5月23日　 粟 シチ ョマ

6月14日　 6月 折 目

6月24日　 山 ン神

6月25日　 火 ヌ神 祭

6月26日　 ヤガ ン折 目

8月10日　 港 折 目

10月1日　 釜 マー イ

12月21、22日　 シ リガ フー

これ らは、 島全体 の祭 り ・行 事 で あ り、 このほ かに 門中単位 でや る行事 、 た とえば 旧暦9

月1日 と15日 に行 なわれ るグー シー な ど、家 単位 で行 な う行 事 、た とえば 旧正月や 旧盆 、 後



述 の柴差 しな どが あ る。 また、ハ ー リー な ど島全体 のイベ ン ト的な行 事 もあ り、 人生儀礼 も

盛 んに行 な われ て い る。

Ⅱ粟 国島 の祭祀 調査 記録 ー 「ヤ ガ ン折 目」 を中心 にー

[1]2002年 のヤ ガ ン折 目調査 記録

1.調 査 日:2002年8月1日 ～6日(旧 暦6月23日 ～28日)

2.イ ンフォー マ ン ト1玉 寄美 江 子(88歳)・ 小 嶺静 子(80歳)・ 岸本 好 子(73歳)・ 伊佐 チ ヨ

(64歳)・ 伊佐 達雄(64歳)・ 玉 寄セ イ子 ・小嶺剛 ほか

(年齢 は調 査 当時の もの 、敬称 略)

3.調 査 記録

8月1日(旧 暦6月23日)

午前10時 泊港発 の フェ リー粟 国 で出発 、12時 半粟 国島着。 徒 歩5分 の民宿 寿に行 く。 宿 の

主伊佐 チ ヨさんか ら、夫 の伊佐 達雄 氏 が島 の年 中行事 を資料 と して ま とめてい る と聞 く。

民宿 寿別館 にい る伊 佐 達雄 氏 に会 う。 ヤ ガ ン折 目の 由来は 『粟 国の民話』 に ある との こと

で 、川 端 つや の 話 な ど聞 く。 氏 の話 。 「ノロは 、小嶺 さん と玉 寄 さん とい う人 がい るが 、年

を とって い る。 そ の他 はわ か らない、 スイ ミチ ・ノロ ・今帰仁 の三つ の座 があ る、助役(城

間 氏)の 家 が代 々 ノロを 出す家 で 、助 役 の母 親 もノ ロをや って いた。」伊佐 家 の行 事 をま と

め た 『中ん屋 大屋 の祭 り事』 を貸 してい ただ く。

村 教育委 員 会 に行 く。 委 員会 の与座 芳一 氏 の話 では 、ヤ ガ ン折 目の記録 を村 では取 って い

な い 由。 『粟 国村 誌 』 の該 当ぺー ジ を コ ピー して くれ る。委 員 会の職 員 の女性 が 、今 日夕方

ウムイ の練習 を ノロ殿 内 です るはず だ と教 えて くれ る。

村役場 で助 役 の城 間氏 に会 う。 自分の 母親 は95歳 で、昔 は ノ ロをや って いたが 、 自分 は何

も知 らない。 家 か らは今 は ノ ロは出な い。今 日5時 か ら歌 の練 習が あ る、そ吟後 三役 と神 女

とで 、神 迎 えの儀 式 が あ る、 と聞 く。

助 役 に 、村 の車 で テ ィ ラ(洞 寺)・ む ん じゅる碑.ヤ ガ ン御 嶽の近 くまで案 内 して いただ

く。 ただ し、御 嶽 には祭 りの期 間は近 づ いて はな らな い 由。 見 えない結 界が働 いてい る よ う

だ。 島の 現況 につ いて も教 えて いた だ く。

午 後4時 ノロ殿 内 に行 く。 自己紹 介 し、殿 内の 中 に上が らせ ていた だ き、お 話 を伺 う。 こ

こに集 ま るのは ノロ。 別 の場所 に スイ ミチ座 の神 女 が集 ま る。殿 内 は二部屋 で、仏壇(香 炉

一 つ あ るの み)の あ る部屋 と、そ の西側 に比較 的大 き な火 の神 を祭 る小部屋 か らな る。仏壇

の あるほ うで 作業 な どを行 う。

5時 過 ぎ紺絣 の着 物 に琉 球風 の髪 を結 った3人 の ノ ロが揃 い 、オモ ロの練習 が始 まる。3

人 は年 齢順 に、玉 寄美 江子(88歳)・ 小嶺 静子(80歳)・ 岸本 好子(73歳)で あ る。小嶺 さん



が リー ダー。 今 日は稽 古 の3日 目、明 日か ら祭 りにな るので、練 習 は今 日ま で。 練 習す る歌

は 旧6月 で ない と歌 って はな らな い歌。 普段 は練 習 で きない歌 であ る。 そ れぞれ 持 って い る

クバ扇 を左 右 に動か し(表 裏 を交互 に)小 嶺 さんが先 導 し、2人 が復 唱 して い く形。4曲 目

までは座 って 歌 うが 、5曲 目か ら立ち上 が って足 の ステ ップ を左右 に踏 み 出す形 でつ ける。

神 様 を送 る歌 との こ と。 朝 の稽 古は朝 の 、夕 方の は 夕方に歌 う歌。 一 曲終 わ るご とに、軽 く

神 拝み を して、 先に進 む。 歌 は小 嶺 さん と玉 寄 さんの ノー ト(歌 詞 カー ド〉 を見なが ら歌 う。

ところ どころ間違 えて戻 って歌 った り して い る。 曲は どれ も同 じよ うな感 じで、 いわ ゆ る琉

球 音階 では ない。5豊 で終わ り、 しば ら くゆん た く、明 日の確認(午 前9時 に ノ ロ殿 内集合 、

東御 嶽 に行 き、それ か ら西の御 嶽 で カー ブ イ を採 る)な どを行 い、6時40分 に解散。3人 は

それ ぞれ の家 に帰 ってい く。 ⇒[写 真1 ,2]

8月2日(旧 暦6月24日)

午前9時 ノロ殿 内。 ノロ3人 は揃 つてい るが、 ビンシーの酒 器 に入れ る泡盛 等 の用 意 が出

来 て いない ので 、区長 を待 ち、時 間が遅 くな る。 スイ ミチの4人 の神 女 も集 合。

9時 半出発。 東御嶽 に行 く。 道路 か ら東 に入 って 半 円状 に降 りて い くところで あ る。 香炉

は 島の 中央に 向いて い る。 落 ち葉 な どを取 り清掃 して茣蓙 を敷 き、小 嶺静 子 さん を中心 に拝

み が始 まる。 拝 みの後 に、 手伝 いの男性 が桑 木(クヮ ー ギ)の 枝 を採 り、太鼓 の機 と して使

うためそ の場 で小 枝 を払い 、適 当な長 さに切 る。 それ がす む と移動 。 こ こで 、道 に戻 る とき

に スイ ミチ の神女 に道 を譲 る と、先 に行 け といわれ た。 神様 が後 ろか ら呼ぶ ときが あ るのだ

と言 う。　 ⇒[写 真3]

10時 半 ころ、島 の西 のマ ツ ィン御 嶽(松 の生 え てい る御 嶽)に 行 く。 イ タ ジイ が生 えて い

る。(島 の 中で ここだけ土壌 が違 うら しい。)そ の葉 をカ ーブイ に使 う。

まず御嶽 で拝 み。東 で もそ うだが 、 ノ ロ殿 内 の ノ ロさんが前 に座 り、後 ろにスイ ミチの神

女が座 る。 拝み の後 、神 女7人 は手 ぬ ぐいや タオル を頭 にかぶ り、 イ タジイ の葉 を採 る。 葉

を選 びなが ら、一 時間 かけ て袋 に一杯 に採 る。 途 中、 お茶 の時 間を とる。茣 蓙 を敷 き、 ス イ

ミチ の4人 が用意 して きた茶 菓 で一服 す るが 、そ の こ とが後 で 問題 とな る。

⇒[写 真4,5]

必 要 な分 を採 り終 え る と、 ノロ殿 内 に戻 る。 小嶺 さんは帰 宅、岸本 さん は採 って きた葉 と

カー ブイ作 りの土台 とな る麦わ らを洗い保 管 す る。 玉寄 さん は休 息 を と り、娘 のセイ子 さん

が岸本 さんの手伝 い を し、 クヮ ー ギ も皮 をむ き、 きれ い に洗 って干す 。 これ で、 い ったん解

散 にな る。

午後2時 か ら、玉寄セ イ子 さんが車 で 島 を案 内 して くだ さる。 浜 ・東 ・西 の拝所 、筆 ん崎 、

展 望 台、洞 寺(の 見 え る ところ=近 づ けな いの で)、 沖縄海 塩研 究 所 、北 魚港 、 ウー グ浜 、

観 音堂 な どを回 る。 粟 国島が火 山島だ った こ とが よくわか る。 玉 寄 さん は、車 を運転 しな が



らも、拝所や何か神に関す る場所場所で軽 く頭 を下げている。彼女の話。 「大阪から島に帰

ってきていて、高齢の母美江子 さんの世話を している。(い ずれ母の跡 を継いで ノロになる

のか との問いに)母 と娘でもぜんぜん違 う、神様の声が聞 こえた り姿が見えた りしないとだ

めとのこと。折 目の 日は節供にもなっていて、家での準備は私が しなければな らないか ら大

変だ。」

岸本 さんの話。 「昨年のヤガン折 目は祭 りの儀式のや り方が問題 となった。 スイ ミチの4

人は簡単にカーブイを作った りして、や り方が全然違 う。それで、こちらの体が動かなくな

った りして、 うまくゆかなかった。今 日も、葉 を採 る間に茣蓙 を敷いて休んだ りしたのはお

か しい。神様への供え物の扱い方も、供えた酒 を戻 した りす るのはおか しい、等々いろいろ

問題 があるとの こと。 ノロの中でも自分は一番下だか ら、他の二人に気を使っている。早 く

来て準備を した り、先輩に仕 えている。那覇に住んでいるので、行事のたびに島に来るのは

大変。」

夕方6時48分 に公民館のあるタレーラムイに着 くと、既に神女6人 が白衣装を着て着座 し

ている。あ と1人 が7時 に着 くが、まだ明 るく、暗 くなるのを じっと待 っている。我々調査

者や区長は じめ村の手伝いの人々は神女からは数十 メー トル離れた公民館の庭で待機 させ ら

れ る。徐 々に闇が支配 し、緊張感 も高まって くる。 →[写 真6]

神女7人 にニーブーヤ(神 酒の用意 をす る男性)が 準備 を整 え、7時35分 に儀式が始まる。

暗い中、拝みが続 けられ、神迎 えが行われ る。8時20分 頃終了。神女た ちのちょっとした体

の動 きで、神が迎 え られたことが こち らに も伝わ ってくる。神女たちが向かっている方角

(ヤガン御嶽のほ うか?あ るいは北か?)か ら赤い光が見えて神の降 りたことがわかるの

だそ うである。

その後、我々 も神女の座 に加 わることが許 され、神酒を振舞われ る。　 ⇒[写 真7]

9時 に解散。終了後小嶺 さんのお宅 に招かれ、宴会 となる。静子 さんも着替 えて、ちょっ

とだけ顔 を出 されたが、儀式の間 とは全 く違 う表情 をされていた。

8月3日(旧 暦6.月25日)

8時45分 ノロ殿内に行 く。既に、岸本 さんがイ タジイの葉 を新聞紙の上に広げて乾か して

いる。9時10分 、3人 が揃い、お茶 と う・拝みを仏壇の香炉 にしてか ら仕事が始まる。麦わ

らの束を頭に合わせて丸 くし、それに半透明の ビニール紐 を巻 きつけて ドーナツ状の土台を

つ くる。かな り丈夫なつくりになる。それ に、イタジイの葉を一枚一枚糸で縫いつけていく。

根気 と力のいる、かな りきつい仕事である。私も小嶺 さんの針に糸を通す役 目をおおせつか

り、お手伝いす る。岸本 さんがや は り一番若いので、早 く完成す る。岸本 さんは、太鼓の機

(シブク)も 作る。 こちらは紅 白の布 を巻いてい く。試行錯誤 しながら完成。 出来上がると、

香炉に向かって礼を述べる。おにぎりの昼食をは さみ、午後2時 にすべて完成。



この仕 事の合 間に聞 いた話 。御 嶽 はた くさん ある。 正月 と島御願 の年2回 は全部廻 る。 今

日は村 で廻 るこ とは しない。 全 部廻 る と4、5日 はか か る。 西 の山 のほ う、村 の 中な ど、場

所 に よって拝む エ リアが異 な る。 行 事に よって も廻 る ところが 決 まって い る。 ノロは、今 帰

仁 ・首里 ・久 高島 ・玉城 ・知念 な ども廻 らされ る。 ノ ロにな る とき も、 ちゃ ん と廻 らな い と

体 に くる。 昨 日の神迎 えで 、 山の神 、御嶽 の神 み なお迎 え した。 展 望台 のほ うに最初 に神 様

が天 下 られ た。戦 前 の ノロは馬 に乗 って いた。 昨 日の神 迎 えで 、ス イ ミチの神 女が神様 に言

うべ きではな い ことを口 に した。 岸本 さんは 「60歳で ノロにな った。 この道 に入 る とは思 っ

て いなか ったが 、い ろい ろ見て も らって 、 自分で道 を歩 か ない とい けな い とわか った。 母は

神 女 で は な い。 父は 京 都 の 人 だ っ た。 自分 は17,8歳 ま で 島 で 暮 ら して い て 、 那覇 に 出

た。」 小嶺 さん は、 「50歳まで病気 が ちだ った。 それ で ノロにな った。今 日の供 え物 は、 昔は

各家 か ら魚 の干 した もの を持 って きたが 、今 はや らな い。 村 が 漁協 を通 して用意 す る。 秋 刀

魚 な どの 内地の魚 を使 う。 カー ブイ の葉 には 男女 があ る。 左 を 下に 交互 に合 わせ て ゆ く。 め

くれ ない よ うに しっか り縫 い付 け る。 自分 の カー ブイ は 自分 で 作 らな けれ ば な らな い。 神 様

の ものは手 間隙 かけな い とい けない。」　 ⇒[写 真8]

い ったん 民宿 に引 き揚 げ 、一休 み後 、早 め の夕食 を とる。

夕方5時50分 、イ ビガナ シ ・エ ー ウフナ カ に行 く。 公 民館 近 くの祭場 で、儀 式の ため の施

設 が集 まってい る。神 女 は既 に皆 揃 って い る。6時15分 か らナ ー ウマ チー が始 ま る。神 女7

人 とニーブ に よ り、まず ニー ブ の祈 りが火 の神 で始 ま る。 神 酒 とバー イ(焼 き魚)を 供 え て

始 ま る。 神酒 は ノ ロ座 とスイ ミチ座 で二椀ず つ 供 え る。 そ の後 、今帰仁 祠 ・ノ ロ座.ナ ー と、

場 所 を変 えて拝み を行 う。7時 半 に終 了。 ⇒[写 真9]

そ の後、 再び小嶺 家 に招待 され る。

8.月4日(旧 暦6月26日)

午 前8時50分 ノ ロ殿 内に行 く。 岸本 さんが既 に来 て い る。9時 過 ぎ に3人 が揃 うが、 小嶺

さん は ウフム トゥにい った ん参 り、や が て戻 って くる。9時40分 、 区長 の手伝 い役 の太 鼓 と

銅 鍵 の先導 で正装 した(カ ーブ イ をかぶ る)3人 が出 発 、エー ウフナ カに行 く。道 々銅鋸 と

太鼓 をた たいて歩 く。 決ま った ルー トで あ る。

着 くと、既 にスイ ミチの神 女4人 が揃 って い る。 今 帰仁 祠 ・火 の神 に礼拝 の後 ノロ座 に着

く。 ノロ座 ・スイ ミチ座 ともにテー ブル が置 かれ香 炉 が載 ってい る。 ノロ座 の前 には テ ン ト

が設 営 され 、折 りた たみい す が並べ られ て い る。 老人 ホー ムの入所 者や 障害 者 の席 にな って

い る。 三 々五 々村 人 が参集 す る。 各座 の 柱 な どに、魚 の 開 きの焼 いた もの(バ ー イ)が くく

りつ け られ て い る。魔 よけ との こ と。 また 、上座 で は参拝 者 に配 られ る神酒 とバ ー イの 準備

がず っ と行 われ てい る。

10時 過 ぎ、 ノロ座 で三人 の ノロ と村長 ・助 役 ・奏 上者 がテ ー ブル を挟 んで 向 き合 い座 る。



村長 らの後ろにバーイの入った高膳を抱えもった手伝いの男性(ヤ トゥイ)二 人が立つ。奏

上者は巻物 を取 り出 し、 ウンヌキグ トゥを奏上す る。神女に対 して、祭祀の準備を整えま し

たので、神様に豊作豊漁を祈願 して くだ さい とい う内容。それがすむ と、テーブルに用意 さ

れてあった膳(神 酒が入 った椀が二つ載ってい る)を ノロが村長 らに手渡 し、受け取る側は

礼を して恭 しく戴き、神酒を飲む。飲む干す とバーイが ノロから手渡 される。これで儀式は

終了　 →[写 真10]

その後村人や見物人が祝儀袋や泡盛の一升瓶な どを神 女に捧げ、同様の儀式を して神酒 と

バーイを戴 く。神女か ら健康を祝福 して もらうのである。テ ン トの老人 ・障害者の方々もそ

の場で神酒 とバーイを戴 く。　 ⇒[写 真11]

一通 りすむ と
、スイ ミチ座 でも同様の儀式が始まる。 ノロ座では、太鼓 ・銅鑼の2人 の伴

奏でノロ3人 がクバ扇を左右に動か しなが ら、オモ ロを歌 う。8月1日 に練習 していた歌で、

本番でもノー トをテーブルの下に隠 して、いわばカンニングをしなが ら間違 えないように歌

う。スイ ミチ座 でも同様 の歌が歌われる。　 ⇒[写 真12]

人が絶 えると終了、12時 半 ころノロ ・スイ ミチ両方の神女が揃って殿マーイが行われる。

適宜村役場や家族の車に分乗 し、拝みを して廻る。各拝所では、あ らか じめブルーシー トで

日よけが施 されている。廻 るのは、アス トヌ殿 ・ガーチヌ殿 ・ババヌ殿 ・トゥマンナヌ殿 ・

ノロ殿内(一 休み)・ アダンナヌ殿の順。各拝所 で小嶺 さんが 中心になって拝み、神酒 とバ

ーィそれぞれ二膳 と線香を供える。アダンナヌ殿では見物人や手伝いの人々に神酒 とバーイ

が配 られた。 これでいったん解散す る。　 ⇒[写 真13]

夕方4時 、再びエー ウフナカに集合。午前中と同様の儀式の後に、日が西に傾 く中、ナー

でノロとスイ ミチの神女が向き合って立ち、オモ ロを掛 け合いで歌い、前後に引き合 うよう

に動き、徐々にチーグ座に近寄っていく。立ちウムイである。それを20分 くらい繰 り返 して

全員チーグ座 に着 く。神女7人 は横一列に並んで座 り(た だ しノロ ・スイ ミチで分かれてい

る)、 再び村長 らの奏上か ら始まる儀式 となる。　 →[写 真14,15]

村人 らの礼拝 も終わると、神女たちはチーグ座か ら出て、火の神裏でヤガン御嶽の方角に

向かい茣蓙 を敷いて座 り、線香を供え拝みをし、その後カーブイをはず し、一メー トルほど

の高さの薄板状の石三つが立つイ ビガナ シにカーブイを重ねて置 く。神送 りの儀式である。

これで、神行事がすべて終了 となる。　 →[写 真16]

引き続 き、公民館 の横の広場(西 の山に面 した場所)で 、村人 らが集まって子 ども及び青

年の相撲(琉 球相撲)、 カラオケ大会な どの余興が行 われ る。村役場の青年たちが受付、飲

食物の店 をや ってい る。助役に ビールをご馳走にな り、 しば らく相撲を見た後、民宿に引き

揚げ、夜は小嶺家で宴会。

8月5日(旧 暦6月27日)



10時過 ぎにエー ウフナカに着 くと、村役場の人たちがテン トの撤去を している。カーブイ

はちゃん と置かれている。西の山の御嶽な どを確認。

午後、小嶺剛 さんに車で島を廻ってもらう。ヤガン御嶽は、静子 さんの話では、まだ祭 り

が終わっていない、今 日は衣装洗い、明 日神女の慰労会がある、それが終わると祭 りが本 当

に終わったことになる、それ まではヤガ ン御嶽には行って くれるな とい うことで、行かれな

い。それで、御嶽が見える場所まででス トップ。小嶺家の墓に も案 内 していただく。墓にも

あまり人は行きたが らない。いわゆるグソー道を行 く。海が見える南斜面に墓はある。村の

集合墓地の中で、入 り口は石を積み上げただけなので中がのぞけそ う。本島の ものよ り古風。

小嶺家の墓には家の人々と墓を作った人 とを納める。厨子甕が並んでいるそ うである。小嶺

家の墓の下の別の墓を見に行 くと、入 り口がな くな り、厨子甕が散乱 し骨も見えている。 ま

た小嶺家の墓に行 く途 中には入 り口が3つ ある巨大な墓 も見 られた。

小嶺家本家に寄 り、ゆんた く。系図を見せていただく。剛 さんの話。 「護佐丸六世豊見城

親方盛良の二男盛紀を祖 とす る伊野波家の三世盛忠が粟国島に来て、島の女性に産ませた子

三良が小嶺家の最初。5年 に一度、中城城 ・護佐丸墓 ・山田城 などを廻る。小嶺 さんは9人

兄弟(1人 天折)。 下の妹は先祖 の声が聞 こえる。 また、母(静 子 さん)は 先代 ノロ(父 の

母)よ り位が高かった。それで苦労 していた。最近、荒れていた本家の庭をきれいに してい

る うちに、庭の中で玉や拝所を見つけた。」

夕方民宿に帰 り、同宿の通信設備工事の方々 と夕食を とる。

8月6日(旧 暦6月28日)

午前9時 ノロ殿内に行 くと、岸本さんが準備 を してい る。10分 後に小嶺 さん、玉寄 さんが

着 き、ユーヌ神 ・国神 ・カーヌ神 … の神戻 しをす る。(神 送 りとは言わない。)お 茶 ・水

・ご飯 ・豆腐 ・餅 ・ビンシーを供える
。線香 を7本 ・17本 ・24本 な どの束に して(輪 ゴム

で束ね る)、 ノロ殿内内の左の部屋の火の神 に供 え、半紙 に米 ・泡盛 を置き(注 ぎ)拝 む。

餅 も供 え、それか らお茶等 を揃 えて、 ウチカビ ・半紙 もととのえて、ノロ殿内の内か ら外に

向かって供 え、線香に火 をつけ拝む。終わると供え物の一部や ウチカ ビな どを殿内下の水道

の ところで燃やす。 これですべて終了。神様 がそれぞれ の場所に帰ったことになる。 区長3

人も加わって慰労会。その後、 ノロはそれぞれの元屋 に行って拝みをす るとのことだが、那

覇行きの船に乗る準備 のため、その後については未見。

午後2時 の船で島を離れる。4時 半に那覇泊港に着 く。

[2]2003年 のヤガン折 目の調査による補 足

1.2002年 との相違点など

2003年 は旧暦6月24日 に当た る7月23日 に粟国島に渡 り、27日 まで滞在 した。 したがって



カー ブイ 作 りのた めのイ タジイの 葉 を採 って いる ところか らの 見学 となっ たが、2002年 に は

最後 ま で見届 け られ な かった神 戻 しの儀 礼 は最 後 まで見 る こ とがで きた。 また、2002年 には

スイ ミチ座 の神 人 には話 を聞 か なか った が、2003年 はイ ン フォーマ ン トとして玉 寄八重子 ・

宮里 清子 ・並里 ツヤ子 ・新 城 菊江 の 四人 か ら聞 き取 りを行 な った。

祭 の 内容 は 、 当然 の こ となが ら、基本 的 に前年 と同 じことが 繰 り返 され るの であ るが 、諸

所 に違 いが見 られ たの で、相 違 点 を中心 に補 足 を含 め列記 してい く。

・旧6月24日 のイ タジイ採 り:2003年 は途 中で休憩 を入れ ず に、短時 間 で終 了 した。

・旧6月25日 の カー ブイ作 り:シ ブ ク(太 鼓 の撥)を つ くるた めの桑 木 の枝 の うち一本 が適

当な 大 き さで はな いので 、昨 年 の もの を再 利用す る ことにな った。 昨年 の も う一本 は処分

す る とい うの でほ しい と申 し出 る と、神人 た ちは口 を揃 えて駄 目だ と言 う。神 様 がシブ ク

に残 って い るか ら とい うこ とで あ った。

・スイ ミチ座 の カー ブイ作 り:カ ーブ イの 土台 の輪 は萱で作 る。そ の輪 に ビニール紐 を全体

に巻 きつ け るので はな く、数 箇所 を縛 ってお くだ けで ある。 イ タジイ の葉 の縫 いつけ方 も

上下 逆方 向の 二列 に してい く。 こち らの ほ うが作 るの にかか る時間 は少 な くてす む。

・旧6月26日 朝 フララ:エ ー ウフナ カに着 く と、火 の神 を守 る家 であ るニー ブー ヤーの 当主

の妻(当 主は入 院 中)が 火 の神 の祠 の 中に入 って 、モチ黍 な どを供 え る。 その後 ろで スイ

ミチ座 の神 人4人 が並 んで拝 み をす る。 ノ ロ座 の神 人 は参加 しない。 ど うも個 人的な拝み

であ った ら しいが 、 ノ ロ座 の神 人 た ちに言 わせ る と、 島の祭 の時 に個人 の拝み はすべ きで

はない との こ とであ った。 ま た、 台風 の余波 で フ ェ リー が 二 日間欠航 にな った影 響で 、島

に帰 って くる人 が少 な く、老人 ・障害者 の ため の席 も設 営 されて いな か った ので 、寂 しい

祭 とな った。

・旧6月26日 朝 フ ララ:ウ ネー ジャ クの島人 の参拝 が一 段落 した後 に ウムイ が歌われ るが、

2003年 は スイ ミチ座 か ら始 ま って しまい 、 ノロ座 が あ とか ら歌 いだす とい うこ とにな った。

時 間がお して いた の と、何 か ノ ロ座 の神 人 に起 こったの か も しれ な。 そ の後 、終 わ りまで

2002年 とは異 な るア クシデ ン ト的 な こ とが次 々 に起 こった。

・旧6月26日 殿 マー イ:2002年 には寄 らなか った浜 部落 の ヒヤガー ヌ ウタキ に も廻 る。2002

年 は忘れ て いた とい う。 新 た に浜 か ら若 い 人が(ノ ロに)た つ ら しい とい うので思 い出 し

た との こ と。 しか し、 この ウタキで の拝み は記録 には出 て こない。

・旧6月26日 タ フ ララ:タ チ ウム イで 、小嶺 さんが一 人先 にス イ ミチ座 に走 り寄 って ウムイ

が始 ま り歌が揃 わ なか った の と、 ウムイ の終盤 に歌が交錯 しわけが わか らな くなって しま

った よ うで あ った。 もとも とノ ロ座 とスイ ミチ座 で掛 け合 いをや るのが本 当であ るが 、今

は同 じ歌 を繰 り返 してい る。 そ こに も原 因 が ある様 子 で あった。

・旧6月26日 祭 の最 後:カ ー ブイ を2002年 は国火 の神 の横 のイ ビガナ シに置 いたが、2003年

は今帰仁 祠 に納 め る こ とに な って しま った。 これ はスイ ミチ座 主導 で、玉 寄 さん、岸 本 さ



んが戸惑っている間に決まって しまった。ただ、過去の調査記録を見ると今帰仁祠に納め

ている例もあ り、また本来はクバ ウタキに納めるはずだ とい うので、必ず しも誤 りである

とは言えない。

・旧6月28日 神戻 し:ノ ロ殿 内での儀礼は2002年 は途中まで しか見ていないので感 じなかっ

たが、旧6月24日 のタレーラムイでの神迎えと同様 、神秘的な儀礼であ り、静寂のなかで

行なわれなければならない。 ビデオ撮影もこの ときは禁止 された。線香の本数に重大な意

味があるので、神経を使 って拝みをす るのが印象的。

2.聞 き取 りによる補足

・小嶺静子 さんの話:カ ーブイの土台 となる輪を作 る麦わ らは、3月 に実を取 って行事に使

い、そのあとに藁を残 しておいて使 う。 ビニール紐がなかった昔は、ユウナの繊維 を用い

ていた。アダンからも繊維 を取 って、網 を作 った りした。

昔 ノロとして初めて座 ったころ(五 十歳 くらい)は 、虹 のように赤 ・青の光がヤガンの方

か らサーチライ トのよ うに向かってくるのが見えた。神様がちょ うちんを持 ってくるのが

見えることもあった。今回は、線香 を供 える前か ら、目の前に神様の姿が見 えた。

神様にお仕えするよ うになってか ら、病気も治った。それ までは大変だった。仕事もでき

ないほど体がつ らかった。今は、行事に若い人を行 かせ ない ように してい る。若い人で も

神ダー リす る人がいるが、親やおばあ さんが、ノロの役 につかまると大変だといって近づ

かせない。今回も若い人が二人 くることになっていたが…。

個人的な御願 を頼まれ ることも多い。

・並里ツヤ子 さんの話:ス イ ミチ座の4人 の うち3人 が沖縄本島に住 んでいるので
、月一回

くらい、行事のために島に帰って くる。個人的な御願 を頼 まれ ることもある。

立ちウムイは、神様 と一緒に踊 って、神様 を喜ばせ てお帰 りいただ くためにやる。

・新城菊江 さんの話:私 は、自分の門中の先祖の神様 のことを全部調べた。お墓 も位牌 もち

ゃん と整 えた。そ うす ると今度は神様が、拝みのために座 りなさい(神 人にな りなさい)

とお告げがあった。一年待 って くださいとお願 い して、準備 を してか ら座 った。子 どもた

ちが もうやめたらどうか と言 うけれ ど、やめた ら殺 され るんだよ と言 っている。神様 のこ

とは死ぬまでや らない といけない。

スイ ミチ座は根神。スイ ミチ座 は初 めて粟国に降 りた神、ノロ座の ノロは島 ノロといって

初めて神様 を立てた ノロ。 スイ ミチ座か ら粟国 ノロが出る。ヤガン折 目には子 どもができ

ない人がお参 りに来 る。県外か らも来 る。そ して、子 どもがで きるとお礼にまたやって く

る。赤い饅頭を配 る。子 どもが13歳 になるまで来る。昔は、神酒 も各家か ら芋 をす るつぶ

したものを持っていって作った。



[3]2003年 の ンナ トウイ折 目の調査

1.調 査 日:2003年9月6日(旧 暦8月10日)

2.調 査 記録

〈柴 差 し〉

旧暦8月10日 は全県 的 に柴差 しの行 事 が行 なわれ る。 粟 国島 でもほ とん どの家 で行 なわれ

て いた。午 前 中 に家の近 くで スス キ を刈 っ てきて 、二本 ほ どを束 に し、そ れ を桑 の枝葉 で巻

い て柴 を作 る。 それ を家 の 四方 の軒先 に 差 してお く。 魔 除 けであ る。 翌 日が、 一年で もっ と

も悪 い 日 「ヨー カ ビー」 で あ るので 、必ず柴 差 しは欠 かせ な い。 粟 国島で は空 き家が多 いが、

門 中の人(親 戚)が 空 き家 の分 もや る。

小嶺静 子 さん の話 では 、 ヨー カ ビー に は夕食 を早 くとって静 かに してい る。 自分 には 、何

か悪 い ことが あ る家 には煙 が 立つ のが見 える とい う。 火 の 玉が 見え るこ ともあ る。病 人が い

る家 な どには 、黒線 香 が 玄関先 で燃 えて い るのが 見 える こ ともある。 今 はめ った に見 な くな

った 由。

〈ンナ トゥイ折 目〉

旧暦8月10日 に行 なわれ る この行 事 は、豊 漁祈願 の祭 祀 で あ る。 明 治の頃 まで は魚 を取 っ

て きて焼 いて 、供 え物 と した。 今 はヤ ガ ン折 目のバ ー イ と同 じ。道 止 め を して、網 で魚 を と

る模擬 儀 礼 を行 なった が いま はや らない。 厄 だ とい うので 、一般 の人は 立 ち入 らせ なか った。

今 も道 止 めは行 な って 、一般 の通 行 を禁 じて い る。

午後3時 に小嶺 静 子 さん とノ ロ殿 内に行 く。既 に浜部 落の 区長 がバ ー イ を手伝 いの人 二人

(う ち1人 は初 めて祭 祀 に参加 す る女性 。 段取 りをい ろい ろ教 えて もらって 、忠 実 に働 いて

お られ た。 お そ ら く神 の声 が聞 こえ る等 の事情 が あ るの で あろ う。)と 焼 い てい る。 ヤ ガ ン

折 目 と異 な り、供 え物 の分 だ けな ので それ程 量 は多 くない が 、それ で も50尾 以上 はあ る。 小

嶺 さん は、半紙 を二つ 折 りにす る作 業 を始 め る。東 の 区長 も来 て ビンシー の準備 な どを行 な

う。 モ チ黍 が この折 目の大 事 な供 え物 であ る。 少 し経 って 、玉 寄美 江子 さん 、新城菊 江 さん

がや っ て くる。線 香 の 準備 も始 ま る。 何本 か ずつ束 にす るのだ が、そ の本 数 にや は り神 経 を

使 ってい る。 そ の束 に した線 香 に火 をつ け 、 ノロ殿 内の 左 の部屋 の 「ユ ーヌ ヌス」 の香炉 、

右 側 の火 の神 、 ノ ロの香 炉 の順 に供 えて い く。

午後3時 半、神 人3人 は神 衣装 に着 替 え る。 ユー ヌヌ スか ら拝み を始 め る。 ビンシーの酒

と米 、それ に別 の 円形 の器 に入 れ て あ る とモ チ黍 を紙 の 上 に撒 き、供 える。 このほか に、 四

角 い盆 に乗せ たバ ー イ、果 物 、モ チ も供 え物 であ る。 唱 え ご とは決 ま った言葉 で、紙 に書か

れ た もの を小嶺 さん も玉寄 さん も持 参 してい るが、儀 礼 の間 にそれ を見 る こ とはなか った。

ユ ーヌ ヌス のあ とは 、火 の神 ・ノ ロ香炉 の順 に拝 む。

午 後4時 、 ノロ殿 内か らウフヤ ーデ に移動 、 同様 の 拝み を行 な う。 以下拝 みそ の もの は、



どの拝所でも同 じに見受けられ る。次に、西の ウガンに移動、 ノロウタキ ・ミルクウタキ ・

エーガー を拝む。 これ らは区長たちや玉寄 さんの話 によると、この折 目では拝まなくて もよ

い場所であるとい う。実際に、玉寄さんは車か ら降 りなかった。

午後4時58分 、エー ウフナカの国火の神 と今帰仁祠 を拝む。午後5時15分 安里殿、同32分

ガーチヌ殿。 ここで、東の区長が参加者 に飲み物の差 し入れを配る。

午後5時45分 ババ ノ殿、同59分 トウマンナヌ殿。午後6時16分 浜部落の ヒヤガーヌウタキ

に廻るが、ここも拝 まない場所 とい う。同32分 アダンナヌ殿を最後に、 ノロ殿内に戻 る。

一休みの後、午後7時5分 再びガーチヌ殿 に行 く。 ガ ソリンスタン ドとノロ殿 内の辻の問

を、車で道止 めをする。神人は殿の祠を背に して道 に向かって座 り(つ ま り南面 し)、供 え

物を並べ、線香に火をつけて、ウチカ ビも用意 して拝みを行な う。 この拝みは、やは り静寂

の中、慎みを持って行 なわれる。一般の人を入れない形で行 な うのである。

午後7時50分 終了、祠の前に茣蓙 を敷 き、参加者にウサンデーが配 られる。戦後 まもな く

の頃は、役場の人など、多 くの島人が参加 した。今は食べ物がた くさんあるので、参加者が

いない、 とは小嶺静子 さんの弁。 ウムイも昔は歌ったが、今は知っている人がいないとも。

皿 ヤガン折目をめ ぐる不明点 ・疑問点 と課題

本稿は、2002年 と2003年 のヤガン折 目の調査の記録 を主眼に置き、続稿において詳細な分析

を試み ることにす るが、その続稿で扱 う内容 について概略 を提示 してお く。

1.行 事の由来および意義について

この行事については複数の由来伝承がある。 ところが、この行事 についての文字資料 とし

て最も古い 『琉球国由来記』の記述 には次のよ うにある。

ヤカン祭 トテ、粟神酒六ツ作 リ、魚肴八重 ノ トノニアゲ、ノロ、根神、御 タカべ、サバ

ク リ、頭頭 、朝八巻、百姓 中相揃、拝四ツ仕也。御残 リ トテ、各呑喰 ヒ申、二 日遊 申也。

由来不傳

つま り、既に王国時代 に由来がわか らなくなってい るのである。 しか し、いつか ら伝承 さ

れているか定かではない 口承伝承の形 で、この行事については由来が語 られてきた。その伝

承の基本形は以下のよ うである。

昔6月 になると、ヤガン原の辺 りの畑で突風が吹いた り、近づいた人が 目玉をえぐられ

た り鼻を削がれた り、妊婦 は流産す るといった災いが起 こった。困った島人が今帰仁 の

王様に訴え、使わ された平敷大主がバーイ(干 魚)と 粟、米、酒 を用意 し鼓 と鐘を鳴 ら

して神をおびき出 し、ィ ビガナシまで来て見えな くなった。荒 らぶ る神を鎮めることが

できたので、それを毎年再現するのがヤガン折 目となった。平敷大主への感謝 として今



帰仁祠をつ くった。

ところが、この由来譚には何通 りかの伝承が存在す る。それ らの違いは、北山系統である

か首里系統であるかに分けられそ うである。 この ことは実は、この島の歴 史を物語る重要な

要素になるのではないかとい う見通 しを立てている。 また、直接ヤガン折 目の由来ではない

が、アラバ神 ・ヤガンの神 の由来を語 る伝承 も別にある。来訪神 と神女のかかわ り方を考察

す る上で興味深い材料である。

さらに、王国時代の史書 『球陽』 の尚敬王32年(1744)の 条に記載 されている奇怪な事件

との関連にも注 目すべきである。

以上のよ うな伝承を中心 とす る歴史的な面からの検討に、行事の内容か ら分析を加 えてい

くことで、この行事の由来 と意義を明 らかに したいのであるが、行事の内容の分析には以下

のような課題があると考えている。

まず、朝 フララ ・タフララで歌われ るウムイの内容の検討である。 ウムイは、練習を重ね

て儀礼の本番に臨むが、必ず しも神人の中に自然に覚え られていて口 をついて出てくるとい

うわけでは、残念なが らない。 とはい うものの行事の中では極 めて重要なものとして意識さ

れていることは疑いない。 このウムイの詞 については先行研究 もあるが、再度検討を加 えた

いと考えている。

次に、この行事は祭の構造、すなわち[① 神迎え　②饗宴　 ③神送 り]と い う形は明確で

あるが、迎えた神 はいったいどこにお られ るのか、そ もそもヤガンの神はどの ような存在な

のか、伝承以外 にその本質を明 らかにできる材料はないのかを検討すべきだ と考えている。

また神戻 しとい う儀礼があるが、一般の島人にはタフララのあ との神送 りで終了 したと認識

されてい るのに、 さらに神 を送る儀礼があることについては先行研究は一切触れていない。

これ も残 された課題であろ う。

次に、 この行事の目的であるが、現行 の内容を見 る限 り、島の繁栄 ・島人の健康を願 うと

しか考 えられないが、由来伝承か らは鎮魂以外に 目的は考えられない。その 目的の変容の過

程を探 ることができると、祭祀のあ り方 と島人のかかわ り方が見え、 さらに祭祀が抱える今

日的課題が明 らかになる と思われ る。

一方で
、ヤガン折 目の期間にはヤガン御嶽 ・アラバ御嶽に近づ くことを避けるとい う意識

が多くの島人に今 も働 いていることにも注 目したい。一種の結界が働いているのであるが、

祭祀の意義 とは別の次元で、こうした民間信仰的な禁忌が生 きていることは興味深い。

神人が心を込めて何時間 もかけて作 り、儀礼の間かぶ っているカーブイの意義 も再検討が

必要である。 ノロもスイ ミチの神女 もかぶ るのであるが、作 り方が異なるなど、そのあ り方

には未詳の部分が多い。

行事の祭場であるエー ウフナカ(八 重の御イベ)の 構造にも検討 を加 えなければならない。

現在の形は比較的最近になってつくられたものであるが、戦前はどうだったのか今のところ



それを語れるインフォーマン トに巡 り会っていないが、何 とか古い形をさかのぼることがで

きれば、神人組織や北山と首里 との関係な どにも解決のめどが立つのでは と期待 されるので

ある。

さらに付け加 えれば、本稿続編でもまだ扱 えないのであるが、近隣の島々の類似の祭祀儀

礼 との比較も、視野に入れておかなければな らないであろ う。粟国島の南正面に見える渡名

喜島をは じめ、慶良間諸島、久米島の神人組織お よび祭祀か ら、粟国島の祭祀の古い形 を推

定できる材料が得 られ る可能性は高いのではないか と思われ る。

2.神 女 組織 につ いて

Ⅰの3で 述 べ た よ うに、 現在 「ノ ロ」 と呼 ばれ る神 人が7人(厳 密 には ノロ座 の ノ ロが3

人、 ス イ ミチ座 の ノロが4人)い る とい う状 況 は、他 の沖縄 の 島 々に はあ ま り見 られ な い も

ので あ る。複数 の神 人 がい る ところはい く らもあ るが 、それ ぞ れ神 役 の名 前 を持 った神 人 と

して継 承すべ き人 がな っ てい るのが普 通 で ある。 それ に対 し、 粟国 島 の現在 の神 人の方 々は 、

前 述 した よ うに、 その継 承 の論 理 も不 明 とな って い る し、彼 女 た ち 自身 が 、 「現在 は ノ ロ殿

内の本 当の粟 国 ノ ロは 出て い ない、 私た ち は手伝 い をや ってい るのみ。粟 国 ノ ロと花城 ノロ

が首里 か ら遣 わ され た ノロで、今 は いな い。」(小 嶺 静 子 さん)と い う認識 で、 不完全 な形 で

あ るこ とを認 めて い る。 しか し、彼女 た ちの 間で も 「位 の 上下 」 の関係 が あ る ら しく、必 ず



しも年長 の神 人 が祭 祀 を主導す るわけ で はない。 そ うした 関係 が、他者 には極 めて不 明確に 、

あ るいは容 易 に理 解 しが たい形 で存す るのが 現状 で あ る。

何人 かの神 人 に聞 いた ところでは 、 自分が神 人 にな るに 当た っては 、ユ タに相 談 してい る

由で ある。 そ うした こ と も、本 来の継 承 の廃 れた あ との、新 た なあ り方 と して受 け入れ られ

て い る とい うか、神 人 に とって も島 に とって も、そ うせ ざるを得 ない状況 であ る とい うこと

で あろ う。 す なわ ち、神 の 島 と して名 高 い粟 国島で あ る。神 人組 織 がま った く廃れ るとい う

こ とは考 え られ ず 、ま た島 を出 て沖縄本 島や 本 土で暮 らして いて も、肉体 的精神的 に神 に仕

え る存在 にな らな くてはや ってい けな くなる女性 が まだ まだい るとい う、そ の両面 が、か ろ

うじて粟 国 島の祭 祀 と神 人 組織 を支 えてい る とい うこ とにな る。

こ うした現 状 につ いて 、神 人 た ちが どの よ うに認 識 して い るのか、 また島 人は どうなの か、

本来 の粟 国 ノ ロの継 承 は今 後 あ りえない のか 等々 、今後 考察 してゆかね ばな らない。
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・「郷土」第7号　 沖縄大学沖縄学生文化協会　 1968

・『南島歌謡大成一沖縄編上』外間守善 ・玉城政美編 角川書店　 1980

・事典 『沖縄大百科事典』1983　 沖縄 タイムス社　 「ヤカン折 目」項(湧 上元雄)

・事典 『沖縄県の地名』2002　 平凡社　 「粟国島」項


















